
1 児童福祉司のコンビテンシーモデル（東京都）  
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コンビテンシーつて何？   

● ある職務または状況に対し、基準に照らして効果的、あるいは卓越した業病を  
要素として関わっている個人の根源的特性  

● 高業績者の成果達成の行動特性   

● ある基準に対する有効性やずば抜けて高い莱頼を生み出す根源的な個人差   

● 高い成果を生み出すために、行動として安定的に発揮される能力   

● 組織内の特定の糀務にあって優れた業績をあげる現職者の持つ特性   

● 人が与えられた役割や鞍責を果たすため、会社・組繊が発揮を期待し、高業績者   
が類似的に発拝している、行動レベルで示されている能力   

⇒ 持続的な高い成果を実現している人の行動特性  

⇒ 実際の行動に反映されているもの  
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なぜコンビテンシーモデルなのか①  

○ 児童相談所の機能強化  

東京都児童相談所改革  

⇒ 属人的対応から組織的対応へ  

ベテラン織員の退職  

⇒ 新任職員の増加  

虐待防止法の改正  

⇒ よりきめの細かい援助  

市区町村への援助  

⇒ 専門性の向上  
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なぜコンビテンシーモデルなのか②  

○ 児童福祉司のブラッシュアップ   

（援助を求めない事例への援助に必要な行動特性）   

・人間・社会に不信感のある保護者  

・愛着関係が築けない子ども  

⇒ 前向きな気持ち 機能している組織  

⇒「子どもの最善の利益」を守るために  

何がベストかをいつも考える  

なぜコンビテンシーモデルなのか③  

○ 児童福祉司の仕事の特性と資質   
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構築までの取組（17年度）  

●児童相談センターの児童福祉司、児童心   

理司を対象に  

●児童福祉司の「あるべき姿■現状・課題」を   

グループ討議で洗い出し（17年9月）  

●虐待相談の各プロセスごとに児童福祉司   

として成功するために特に重要と思われる   

ことを抽出し、あるべき姿に近づくための課   

題を議論・整理（18年3月）  
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研修の効果  

●アンケートでの受講者の意見   

■ 常に目の前のことに追われているので、．研修で気づくこと  
が多かった  

・日常の業務の点検ができた  

・グループワークで意見を出し合い、共有することの大切さ  
を感じた。また、自分と違う視点での意見を聞き、刺激に  
なった  

・分析して整理することの重要性を認識した   

⇒グループワークにおける“気づぎ’効果が大きかった  

コンビテンシーモデルWGでの作業  

1コンビテンシー項目の整理  

●研修で出された意見及び各WGメンバーの経験をも   
とに児童福祉司が成果を上げるために必要な特性・   

要素（00性、00力）を出し合う。  

●出てきた項目をさらに大項目■中項目・小項目・行動   

特性に分類・整理  

（例 大項 目一対人関係力  

中 項 目一安心への配慮  

小項 目一立ち振る舞い  

行動特性一安心感を持ってもらえるような身だしなみ・  

態度をする  

1ヰ  
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コンビテンシーモデルWGでの作業   

2－1プロセス別行動表の作成  

●縦軸をコンビテンシー項目、横軸を相談プロセスに   

した表を作り、  

●研修で出された意見、国の「子ども虐待対応の手引   
き（平成17年3月改訂版）をもとに表への落とし込み   

をした。  

●なお、コンビテンシー項目のうち、本質的な資質や、   
どのプロセスでも必要と思われるものは、別立てで   
作業することとした。  

コンビテンシーモデルWGでの作業   

2－2 プロセス別行動表  

7  

8  
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③プロセス別コンビテンシーモデル  

（具体的な行動特性）  

○ 通告・相談の受理   

「相手の立場に立って話しやすい雰囲気づくりをする」   

「緊急度や重症度を判断できる情報を聞き取る」  

○ 調査   

「不確かな情報について、調査を積み重ねる」   

「子どもの安否を確認する」   

⇒当たり前のこともモデル化し、自分の行動を自己点検する  

○ 診断・援助方針・援助の展開   

「個人の見立てをチーム内で協議して作り上げる」   

「一人で抱え込まないで地域での援助するチームを作り、チーで   
関わる」  

⇒個人の判断を避け、いかに組織化するのかをポイントにした  
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コンビテンシーモデル自己評価リスト  

5 ＝lンヒテンシー自己和りスト  

l子鮒生  J：く T■・nヽる  「亡さてL、ろ  ■量り ■亡書てtヽ匂こL■  全く ■て1rてしり饗Lヽ   
子どもの書■事りI■btのために†手宅i鳥もゴー●恰誉事尋っている  

力ヽ  
樅粍を去っとうする婆蚊を‡看ち、暮†壬老孝司って子守〃】；ざし  

口 臼  
リホ且ノしでし＼ぅわヽ  

田 ≡l」  

自分のゴーえに固I丸せ‾r、専一l由勺事■を曇だめも茶【∃：さを  毒舌っているわヽ  
白分の■性格をあらわヽじめ矢口リ、菓！驚にテ善わ≠ノてヽlぅわヽ  

土色壬相l灼作用精力＼こ圭，やl鞘こ基づくものであることを  

ウド1＝書摂してしlも力ヽ  

1歳々な1は闇の事■〒万内宅拝l＝■つし1て】11仔していも力＼  

国 凹   
lこも着自していらわ、  

‡土倉的モラル；∈鼻につlナた音軌をしていもか  

悶 ，■  
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成長シート①（テーマ設定）  

℡ テーマ株欄  テーマ 輪■へ l▼ヽll■  の℡1 自分の －1・  今年正 ■▲  

0  

積鍾由勺な貴書  

迅速な把静の入力  e a 

（⊃   

Ⅱ自らの特性のモー  
驚コンビテンシーモデルによる自己騨■を艶まえ   

十   
1．良いと思うところ   

・使命告があり、一輝を1じて成1しようと丁る苦汁   

がある   
・仕事に対する憫向さな姿勢がある   

之、気になるところ   

・見立て・判下をナる著暮性．科掌性が不足してい   

る   
・憎■を共有化しょうと丁るモれに欠ける   

※仕事で目楕したいこと・大事にしたいこと   
・兜tll祉『の仕事善していて、r良かった」と稟露   

でさる事柄を一つでも書くふやナ  
・人の絆さ嫌いなど．私憤に左石されない】■l■の人  

膵l関係を蚤く  

Ⅰ蝿■の中で自分が日精していること  
主事なtリーみのテー・マ  

rいつも一体感を感じるブロック」  

取≠みテーマに対する自分のRt   

・チーフ（上『】にね書・1姑・相談をきちんとナる   

・いつも嘲れ晴れとした曇情で結して、コミュニ  

ケーションを円滑にする  

・自分のケースを抱え込手ず、事くの鷺1書取り  

入れ石   
・ブロック内ケースについて．担当ケース以州こ  

も関心と1任愚を諦め、ケース担当の卓絶を旺  

くする．  

効t・・○：大．（）．中．△：少  

今年度実施・・1つに○  

成長シート②（行動プラン）  

氏  名： 研餅太節（3年自犠牲『）  （れ■・ブロックニ 00児相△△フロッ  

Ⅳ今年度の戚1頁嶋  
旗色らの慮tとIl■〈．のTI■   

■   ニ        ニ   ＝   

Ⅳ－t，1テーマ   Ⅴ－1真書の取り組■■  Ⅵ－1菓■のセリ丸み  
①他人の怯をよく聞くためメモ     （・■リーみ内専0う書くいった‾と△集になる‾     （・最り▲乃・内書0う書くいった－とム気t‾なる‾   

・ブセック愴■．任助方針会牡で  
の積極的寛一発雷   ○会■で集■ナることで．自分のケースについても、  0ケース対¢の労をねぎらうー兼を心がけた  

他人の鷺1を聞いたりする気持ちが撞くなった  

②禦に中れ晴れと人と練し、舞  
1する  

】▼－l．2 日繍（舞遭したいレぺ   
Jい状鷺〉  ③先入Il．肩人的■止1l、あ るべき書に向れしない  △ケース対応はT象で鮫■しきれない．廿炒な漁れ．          △他の刊がとり細んでいるケースについて彙tする  

うしてもあるべき■・たてfえ■が出てし手うことがあっ  

・自分の鷺見を♯直に曇覆でき  た  
る－  

Ⅴ一之 次の中り≠み纂   Ⅵ一2 次の取り触み1  
①手どもの利さt先の肝l仙＝立ちもどり．彙tする  q）対応の戒稟や良かった劇こもっと書8して、フロック  
（む会■以外もー■のⅦ榛的なっミュニケーシュンを籠  
つ   ②自分の考え舌気檜ちよく相手に伝えるアサーション  

を身につけたい   

Ⅳ－3作裾引欝R：I■⊃メント（1月）  Ⅴ－〇lb†肌応I■コメント（11月ユ○日〉   Ⅵ－3 ■l■応I■コメント（2月 3白）   

コメント1（コメント捜坦書名：児椙 一郎）  ⊃メント1（⊃メント拒当雷名：児‡l一郎）   ⊃メント1（コメント担錮書名こ児糟 一節）   
r沈黙は食」の樽書を守っているかのょうに、黙っているのもーつ   ■nkとして、お互いに経れ成長しあう幽伍が大切  労をわぎらうことは忘れがちです．出壌からよったとき   
の自己裁覆ですが、絹■人として不■切です上わ．自分の鷺兄   でナ．手た．遭虚に仕事以外の鶴で盛り上がり．相手  「どうでした？⊥と聞きあう聞曜があもー1は、fと壬リ   

ぬ£u弘．上L盟祖虫主凸性」孟工烏合捻■l多ナエ｛、L「手下   フ■・－マルな・▲l暮ばかりTll士】b…・・▲＿   を書い、相手の書見を聞き．瞳し合いを続けられる大人の糟書を   の人柄を知り．リラックスする晴間を持ちまし▲う．  と話力があります．姥め合うことが大切なのですよね．       ‘アイナー～ノー㌧下女iに白戸嘉】■ナlに虹暮峯∧ヽけ婁  コメント2（コメント捻出書名：  ）   ⊃メント2（コメント担当書名：    ）  コメント2（コメント捜議書名：   〉   
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コンビテンシーモデルの活用  

●組織の理念、価値、目標の共有化   

●職員の能力・資質のボトムアップ   

●研修への活用   

⇒児童相談所の組織力アップのためのツール   

⇒職員自らが弱みと強みを知り（自らの気づき）、   
補強したり、伸ばすべき点を意識し、実践に活か   
すためのツール  

23  
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